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研究成果の概要（和文）：本研究では、地球科学の方法と概念を考古学研究に応用するジオアーケオロジーの手
法を用いて、河内平野南部の南北7km、東西8kmの範囲内の60の遺跡を対象に、縄文時代晩期から奈良時代の古地
形を10時期に分けて復元し、この間の地形発達と人間活動の関係史を考察した。対象地は主に大和川の河川活動
により形成された扇状地であり、網状流路を河川形態の特徴とする。この点に留意して各時期の流路を主流路と
排水流路に区分し、大和川主流路の変遷や河川活動に伴う地形変化を発掘調査データから復元した。そして、各
時期の居住域・生産域・墓域の分布と範囲を復元し、地形条件に適応した土地利用や集落動態を長期的視点で位
置付けた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we considered the relation between the geomorphic evolution 
and the human activities in 10 stages from the Final Jomon to the Nara Period in the southern part 
of the Kawachi Lowland Plain applying geoarchaeological method. The study area is located on 
alluvial fan of the Paleo Yamato River which had braided channel, and we distinguished between main 
channel and drainage ones and reconstructed the channel migration of the Yamato River and landform 
changes caused by channel activities from stratigraphic and archaeological data. As a result of 
comparing resident, farming and graveyard areas with the landform changes, the long-term land uses 
adapted to landform condition and the settlement dynamics were clarified.

研究分野： 人文学

キーワード： 日本考古学　ジオアーケオロジー　集落動態　土地利用　河川形態

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本考古学研究の基礎資料の大半は緊急発掘調査によって得られている。本研究では、河内平野南部地域を対象
にこれまで断片的な利用にとどまっていた膨大な資料を地層データを基に総合化し、広域での人間活動の広がり
と景観を復元し、人と自然の関係史の長期的変遷を提示した。発掘調査における地層の観察・記録をもとに、こ
れを繋げて過去の景観を広域で復元するという本研究の実践は、発掘調査精度の向上や新たな研究視座を提示し
た点で学術的意義があり、また既存の調査成果の総合化は「文化財の活用」という社会的要請への一つの回答と
して社会的にも意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 旧大和川を中心とした河川活動によって形成された河内平野には各時代にまたがる多くの
複合遺跡が地下に埋没しており、1970 年代以降に本格化した開発に伴い膨大な数の緊急発掘調
査が行われてきた。これらの調査成果は一定の歴史復元に寄与してきたが、一つの遺跡や現在の
行政区分で区切られた地域内に限定されていたり、遺跡から遺構・遺物を切り取った断片的な利
用にとどまっており、積み上げられた膨大な調査資料が十分に活用できているとは言えない。 
 
(2) そうしたなかで、大庭 2014・2016 では、大阪市南東部から八尾市西部にかけての南北 5km、
東西 4km の約 20 の遺跡を対象に、長原遺跡標準層序や加美遺跡基本層序を基に弥生時代前期
から古墳時代中期までの古地理復元を行い、地形発達に伴う土地利用の変化や農業生産域を含
む集落動態の変遷を考察した。一方で範囲を河内平野南西部に限定したために平野全体の水系
区分の理解に課題を残し、また古代国家成立期まで含めた長期的な土地利用の変遷を視野に入
れる必要性があると考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、大庭 2014・2016 の成果を基に、対象地域を南北 7km、東西 8km の河内平野南部
のほぼ全域に広げ、縄文時代晩期から奈良時代までの埋没古地形とその変遷を、遺跡発掘調査で
得られた地層の情報から復元し、土地利用とその変化に呼応した各時期の人間活動の歴史的変
遷を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
まず、対象範囲内の 60 の遺跡を対象に、過去の発掘調査データを悉皆的に収集し、発掘調査報
告書や現地調査での観察から 2,432 点の地質柱状図を作成した。そして隣接地点の層序対比を
通じて同一時期の地表面の地形の起伏や流路の位置を復元し、縄文時代晩期から奈良時代まで
の 10 時期の古地形の変遷を等高線で復元し、各時期の居住・生産・墓といった人間活動の範囲
を示した。以上の作業は、研究代表者および７名の研究協力者が分担・共同して行い、等高線図
作成にあたっては、Google Earth PRO の GIS 機能を活用した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究の成果を『先史・古代
の河内平野南部地域の古地理復
元を通じたジオアーケオロジー
の実践研究－2017年度～2019年
度科学研究費基盤研究(Ｃ)(一
般)成果報告書－』として刊行
し、関連機関等へ配布するとと
もに、より広く活用されるよう
研究機関ＨＰを通じて PDF で公
開した（註）。 
 
(2) 地形発達史を復元するた
めの基礎作業として、現在の河
内平野の地形分類を行い、河川
網を整理した。後背低地の傾斜
区分に基づくと、対象地域の地
形は扇状地に区分される。扇状
地に特徴的な河川形態は網状流
路であり、流域をもつ主流路と
上流域をもたず氾濫時に主流路
から洪水流が流れ込む排水流路
とに区分される。こうした理解
を過去の流路区分においても踏
襲した。 
 
(3) 河内平野南部における縄
文時代から奈良時代にかけての
対象地域の流路の活動と、それ
に伴う地形発達の変遷を復元し
た（右図）。特に、各時期の規模
の大きな流路には名称を付し、
特に大和川主流路は、縄文時代
晩期には大県分流路、田井中分
流路、久宝寺北分流路と変遷し、



弥生時代前・中期には東郷分流路、後期前半には萱振分流路、後期後半から古墳時代前期には小
阪合分流路、中期には久宝寺分流路、後期には植松分流路、飛鳥・奈良時代には美園分流路へ流
れを変えたことを明らかにした。 
 
(4) 河内平野南部における弥生時代前期から奈良時代の人間活動の領域を、居住域・生産域・
墓域に区分し、９葉の古地形図として示した。水文・地形条件と土地利用に注目して、各時期の
集落動態とその特徴を概観すると以下の通りである。 
 
① 弥生時代前期になると沖積低地に大小多くの集落が進出し、居住に適した沖積リッジと灌
漑水田が容易な後背低地を主たる活動域とする農耕集落が成立する。特に規模の大きな集落は
安定した居住空間が得られる縄文時代晩期の主流路が形成した自然堤防上に立地するものが多
く、弥生時代中期を通じて継続する。一方、規模の小さな集落は単独時期のものが多く、隣接す
る可耕地も狭いことから、居住域を固定化しつつ周囲に水田域を拡大させることが困難であっ
たと考えられる。また、当時の灌漑水田は大和川流域の排水流路や流域面積の狭い東淀川などの
小河川を利用した個別分散的なものであった。 
 
② 弥生時代後期前半になると、亀井・跡部・久宝寺・美園など西部の集落が廃絶ないしは縮小
する一方、隣接する南部の長原・八尾南などで集落の出現・拡大が確認できる。これは、大和川
主流路が前時期までの東郷分流路から東側の萱振分流路に移動する現象と連動し、河川氾濫に
よる耕地環境の悪化が隣接地間で集団移動を引き起こしたことが想定される。 
 
③ 弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて、この時期の大和川主流路である小阪合分流
路、および西側の久宝寺分流路沿いに多くの集落が進出し、多数の外来系土器や準構造船の存在
から両地域が水運による流通拠点として成長した。ところが、古墳時代中期になると両地域の様
相が大きく変化し、東側の小阪分流路流域では規模が縮小するものの集落が継続するのに対し、
西側の久宝寺分流路流域では集落が減少し、南側の長原・八尾南一帯で集落が増加するとともに、
200 基を超える長原古墳群の造営が開始される。この時期の主流路は西側の久宝寺分流路に移動
したと考えられ、規模が縮小した小阪合分流路は大阪湾と大和盆地を結ぶ水運ルートとしての
機能を低下させ、前時期までの集落群は継続しつつ在地集団化する一方、西側の集団はこの時期
に河内に本拠地を移した王権の直接傘下に組み込まれた、と評価できる。こうした東西の違いは
古墳時代後期にも継続する。また、長原遺跡一帯では、古墳時代中期後半に居住域と生産域の分
離が進み、この時期により広域での水田開発と流路の制御が進行していた。 
 
④ 飛鳥・奈良時代になると、南部の長原遺跡や志紀遺跡一帯で水田域が拡大する。長原遺跡で
は台地上に人工水路が開削され、水田域には管理施設とみられる建物群が隣接する。自然堤防と
後背地が反復し、起伏のある大和川流域を避け、起伏の小さい緩斜面が広がる安定した土地条件
の場所を選んで大規模な耕地開発が進められたと考えられる。奈良時代に水田域が拡大する生
駒山地西麓域の池島・福万寺遺跡も同様で、こうした地域にいち早く条里型地割が導入された。 
 
(5) 本研究で実践してきた、地層のなかで各時期の遺構・遺物を位置付け、広域での人間活動
の広がりと景観を復元するジオアーケオロジーの手法は、発掘調査精度の向上やモノ中心の考
古学の研究視点の再考を喚起する点で学術的意義がある。また既存の調査成果の総合化は「文化
財の活用」という社会的要請への一つの回答例として社会的にも意義があるといえ、今後の発掘
調査においてもどういった痕跡が埋没している可能性があるか事前に予測する資料として活用
できる。 
 
<引用文献> 
大庭重信 2014「河内平野南部の弥生時代集落景観と土地利用」『日本考古学』第 38 号、pp.47-
65 
大庭重信 2016「地形発達と耕地利用からみた弥生・古墳時代の地域社会－河内平野を対象に」
『考古学研究』第 63 巻 2 号、pp51-65 
<註> 
 https://www.occpa.or.jp/kenkyu/kaken/kaken01.html 
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